
出
土
銭
貨
は
一
旦
人
の
手
を
離
れ
、
土
中
に
埋
没
す
る
過
程
に
お
い
て
、
次
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば

人
為
的
意
志
の
有
無
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
銭
の
二
義
的
・
後
天
的
性
格
で
あ
る
。

①
埋
納
銭
（
経
塚
埋
納
銭
、
祭
記
（
地
鎮
）
過
構
出
土
銭
、
六
道
銭
、
備
蓄
銭
、
奉
婆
銭
な
ど
）

②
廃
棄
・
遺
棄
銭
（
包
含
層
や
土
嬢
な
ど
の
上
記
以
外
の
遺
構
か
ら
出
土
す
る
も
の
）

①
の
埋
納
銭
は
、
各
種
思
想
的
背
景
に
裏
付
け
ら
れ
た
慣
習
に
基
づ
く
意
図
的
な
行
為
に
よ
っ
て
容
器
も
し
く
は
土
中
に
封
印
さ
れ
る
も
の

で
、
そ
の
銭
種
選
定
に
あ
た
っ
て
選
択
的
な
意
志
が
強
く
作
用
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
備
蓄
銭
中
に
悪
銭
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
ず
、
糖
銭

で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
現
象
（
鈴
木
一
九
九
二
）
に
象
徴
さ
れ
る
。
ま
た
へ
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
墓
に
副
葬
さ
れ
る
六
道
銭
も
、
地

域
に
よ
っ
て
銭
種
構
成
が
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
捜
木
一
九
九
二
ｂ
・
鈴
木
一
九
九
六
）
が
、
こ
れ
が
人
為
的
な
選
択
行
為
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
透
過
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
考
恵
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
の
廃
棄
・
遺
棄
銭
は
、
紛
失
や
災
害
に

よ
る
遺
棄
や
銭
そ
の
も
の
の
劣
化
に
よ
る
廃
棄
を
主
因
と
し
て
い
る
た
め
、
銭
種
に
関
し
て
ま
っ
た
く
人
為
的
な
選
択
意
志
が
作
用
せ
ず
、
偶

出
土
銭
貨
に
ふ
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通

一
、
銭
貨
研
究
の
問
題
点
と
本
購
の
目
的

小

畑
 
弘
己
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（
２
）

今
回
は
九
州
・
沖
縄
地
域
の
銭
貨
出
土
遺
跡
六
八
四
地
点
の
集
計
結
果
を
匙
⑥
と
に
、
博
多
遺
跡
群
の
銭
貨
の
時
期
変
遷
と
銭
種
構
成
の
特
質

を
基
軸
と
し
な
が
ら
中
世
前
期
に
お
け
る
銭
貨
流
入
の
問
題
を
検
討
し
、
さ
ら
に
大
型
銭
の
分
布
と
出
土
状
況
の
分
析
を
加
味
し
て
、
こ
の
地

な
ろ
う
。

然
に
支
配
さ
れ
る
度
合
い
が
高
く
、
流
通
銭
種
そ
の
も
の
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
埋
納
銭
は
こ
の
流
通
銭
に
包
括
さ
れ
る
性
格

の
も
の
で
、
銭
貨
流
通
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
き
あ
る
種
限
定
的
使
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
廃
棄
・
遺
棄
銭
の
銭
種
構
成
と

時
間
的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
銭
貨
流
通
の
実
相
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
出
土
銭
貨
研
究
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
銭
貨
研
究
は
枚
数
が
多
避
で
例
数
の
豊
富
な
備
蓄
銭
を
主
な
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
全
国
的
な
集
成
と
分

析
作
業
に
よ
っ
て
、
銭
貨
流
通
の
あ
ら
ま
し
と
問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
鈴
木
一
九
九
二
）
．
し
か
し
、
備
蓄
銭
は
十
三
世
紀
中
頃
以
降
に

し
か
存
在
せ
ず
、
し
か
も
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
出
現
す
る
頻
度
が
異
な
る
な
ど
、
地
域
・
時
代
を
均
質
に
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
研
究
対
象
の
主
流
と
な
り
得
た
の
は
、
そ
の
豊
富
な
銭
種
と
膨
大
な
銭
量
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
比
し
て
廃
棄
・
遺
棄
銭
が
き
わ
め
て
微
量

で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
省
ふ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
で
あ
る
苑
。
し
か
し
、
最
近
の
中
・
近
世
遺
跡
の
発
掘
事
例

の
増
加
は
、
廃
棄
・
遺
棄
銭
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
偶
発
的
に
し
か
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
一
括
埋
納
銭
な
ど
の
発
見
を
も
た
ら
す
な
ど
、
か
な

り
の
銭
貨
資
料
を
蓄
積
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
遺
跡
の
承
な
ら
ず
山
間
の
集
落
や
山
城
に
至
る
ま
で
調
査
が
実
施
さ
れ
、
銭
遣
い
の
多

様
な
局
面
を
議
論
す
る
上
で
充
分
な
比
較
材
料
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
背
景
と
先
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
九
州
・
沖
縄
の
中
世
を
対
象
と
し
た
銭
貨
流
通
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の

が
本
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
．
こ
の
地
域
は
、
該
期
に
お
け
る
銭
の
供
給
地
で
あ
る
中
国
に
地
理
的
に
最
も
近
く
、
し
か
も
そ
の
日
本
へ
の
流
入

口
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
中
国
の
政
治
的
・
経
済
的
動
向
を
最
も
鋭
敏
か
つ
如
実
に
反
映
す
る
地
域
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
銭
種
構
成
を
調
査
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
初
期
段
階
の
銭
貨
の
純
粋
な
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
は
、

周
辺
地
域
と
く
に
東
日
本
地
域
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
銭
が
流
通
す
る
過
程
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
質
す
る
の
か
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
と

出
土
賎
貨
に
ふ
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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（
｜
）
博
多
遺
跡
群
の
銭
貨
出
土
状
況

西
都
大
宰
府
の
外
港
と
し
て
出
現
し
中
世
貿
易
港
と
し
て
発
展
を
続
け
た
博
多
は
、
経
済
史
的
に
承
て
も
重
要

な
拠
点
で
あ
り
な
が
ら
、
発
掘
調
査
に
お
い
て
銭
貨
が
出
土
す
る
こ
と
が
自
明
の
ご
と
く
扱
わ
れ
、
そ
の
証
拠
で

あ
る
出
土
銭
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
省
ゑ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
概
説
的
な
紹
介
（
折
尾
一
九
八
八
）
に
と
ど

ま
る
中
で
、
博
多
に
お
け
る
銭
を
初
め
て
集
成
じ
た
の
は
樫
木
晋
一
で
あ
る
（
製
木
一
九
九
二
ａ
．
一
九
九
三
）
。

氏
は
こ
の
論
文
の
中
で
、
五
鉄
銭
、
開
元
通
賓
、
皇
朝
十
二
銭
、
大
型
銭
、
朝
鮮
銭
、
琉
球
銭
、
加
工
銭
な
ど
特

色
の
あ
る
銭
や
出
土
状
況
の
検
肘
を
加
え
る
と
と
も
に
、
博
多
駅
前
出
土
の
備
蓄
銭
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
時
点
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
博
多
の
出
土
銭
は
、
五
鉄
銭
か
ら
文
久
永
蜜
ま
で
六
一
一
一
種
、
三
、
三
○
三
枚
、
無
文

銭
や
不
明
銭
を
加
え
る
と
総
計
四
、
八
一
三
枚
に
な
る
。

し
か
し
、
銭
の
種
類
や
枚
数
、
銭
遣
い
の
様
相
が
一
部
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
い
え
、
時
期
ご
と
の
変
遷
に
つ

い
て
は
分
析
が
及
ん
で
い
な
い
。
博
多
は
、
鴻
瞳
館
の
衰
退
以
来
、
二
世
紀
を
前
後
す
る
頃
か
ら
貿
易
港
と
し

て
の
性
格
を
強
め
て
い
く
。
そ
し
て
近
世
初
期
に
福
岡
の
町
に
商
都
と
し
て
の
主
役
を
瀬
る
ま
で
、
継
続
し
て
商

都
と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
古
代
末
以
来
中
世
全
般
に
わ
た
る
ま
で
長
期
に
営
ま
れ
た
都
市
遺

跡
の
例
は
、
全
国
的
に
み
て
も
き
わ
め
て
希
で
あ
り
、
銭
貨
流
通
の
変
遷
を
辿
る
上
で
は
格
好
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

い
え
よ
う
。

域
の
銭
貨
流
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
一
、
貿
易
都
市
博
多
に
お
け
る
銭
貨
流
通

博
多
出
土
銭
貨
の
う
ち
分
析
に
用
い
た
資
料
は
、
樫
木
氏
の
集
計
に
一
九
九
六
年
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
銭
貨
を

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

第１表九州･沖縄地域出土の銭種と枚数集計表

－７７－

福岡市福岡県佐賀県長崎県大分県備本県宮崎県鹿児島県沖翻県 合計

古代銭
渡来銭(中世）
備蓄銭
近世践
無文銭鵬目）
不明

閲
卿
蝿
噸
畑
畑

１
１
１

０２２５０６
８３３３２３１３６８２234
16515,38622,88859,02718,071
1952,120７４．１２４４１８
３１２０３８２０

２７５５６４３５４８

1 ２１８２０

４
3,9971,671102
3.877223,13719,965
1,9112,783２８３
３３ 0

4,833４７仏

獅
叩
醗
師
似
躯

０
０
９
０

９
鋼
８
”
”
‐

合計 14,633227.82320,3944,72117,84623,32659,91419.297５５６３８ 393,590



加
え
た
総
数
八
、
九
三
五
枚
で
あ
る
。
博
多
が
旺
盛
な
銭
遣
い
の
舞
台
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
群
を
抜
い
た
出
土
枚
数
が
物
語
っ
て
い
る
。

九
州
・
沖
縄
地
域
の
枚
数
の
判
明
し
た
例
を
集
計
し
た
結
果
、
銭
貨
の
出
土
総
量
は
一
一
一
九
三
、
五
九
○
枚
で
あ
り
、
う
ち
備
蓄
銭
が
三
六
六
、

九
六
五
枚
と
九
割
強
を
占
め
る
（
第
１
表
）
。
こ
の
備
蓄
銭
を
除
く
一
一
六
、
六
二
五
枚
の
う
ち
、
博
多
が
そ
の
三
割
強
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
銭

名
の
判
明
し
た
中
世
の
渡
来
銭
に
限
る
と
、
九
、
○
一
三
枚
の
う
ち
実
に
四
割
に
近
い
三
、
八
一
九
枚
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
銭
名
不
明
銭

や
無
文
銭
を
加
え
る
と
、
半
数
に
達
す
る
。
次
に
出
土
鉦
の
多
い
琉
球
王
朝
の
所
在
地
で
あ
る
沖
縄
県
や
大
宰
府
を
擁
す
る
福
岡
県
が
二
割
強

と
一
割
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
い
か
に
博
多
の
銭
貨
出
土
没
が
多
い
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

銭
種
は
、
判
明
し
た
三
、
八
一
九
枚
（
寛
永
通
賓
を
除
く
）
の
う
ち
、
元
豊
通
賓
（
四
一
○
枚
）
、
皇
宋
通
賓
（
四
○
六
枚
）
、
照
寧
元
賓

（
三
○
七
枚
）
、
開
元
通
賓
（
一
一
九
六
枚
）
、
元
祐
通
賓
（
二
七
六
枚
）
な
ど
の
唐
・
北
宋
銭
が
主
要
五
位
を
占
め
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
明
銭

の
洪
武
通
賓
（
二
三
八
枚
）
で
あ
る
．
全
体
的
な
銭
種
構
成
と
出
土
数
は
、
全
国
備
蓄
銭
の
主
要
四
○
種
（
鈴
木
一
九
九
一
一
）
の
傾
向
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
こ
れ
は
博
多
駅
前
備
蓄
銭
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
第
１
図
）
。
若
干
の
違
い
は
明
銭
の
洪
武
通
賓
と
永
楽
通
賓
の
出
土
数
の
順

位
が
、
備
蓄
銭
と
逆
転
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
見
九
州
に
お
い
て
洪
武
通
賓
が
基
準
通
貨
と
な
る
と
い
う
指
摘
（
根
木
他
一
九
九

五
）
を
裏
付
け
る
現
象
で
あ
る
が
、
博
多
駅
前
備
蓄
銭
に
永
楽
通
賓
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
の
間
に
さ
ほ
ど
差
は
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
博
多
駅
前
備
蓄
銭
に
永
楽
銭
の
割
合
が
多
い
の
は
、
当
地
が
日
明
貿
易
に
関
与
し
て
い
た
大
内
氏
の
所
領
で
も

あ
り
、
明
制
銭
の
う
ち
宣
徳
通
喪
と
永
楽
通
喪
の
通
用
が
撰
銭
に
よ
っ
て
強
要
さ
れ
、
そ
の
結
果
退
蔵
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
時
期
ご
と
の
変
遷
を
承
て
承
よ
う
。
時
期
分
け
は
、
陶
磁
器
の
編
年
か
ら
設
定
さ
れ
た
六
期
区
分
、
１
期
（
二
世
紀
後
半
〜
一
二
世

紀
前
半
）
、
Ⅱ
期
（
一
一
一
世
紀
後
半
〜
一
一
一
一
世
紀
前
半
）
、
Ⅲ
期
（
一
三
世
紀
後
半
〜
一
四
世
紀
前
半
）
、
Ⅳ
期
（
一
四
世
紀
後
半
〜
一
五
世
紀
前

半
）
、
Ｖ
期
（
一
五
世
紀
後
半
〜
一
六
世
紀
前
半
）
、
Ⅵ
期
（
一
六
世
紀
後
半
〜
一
七
世
紀
初
頭
）
を
採
用
し
た
。
八
、
九
三
五
枚
の
う
ち
寛
永

通
賓
二
八
一
枚
を
除
く
中
世
の
銭
で
、
出
土
遺
構
の
時
期
が
判
明
し
た
も
の
は
約
一
、
一
一
割
の
一
、
○
一
五
枚
、
う
ち
銭
種
ま
で
判
明
し
て
い

る
の
は
そ
の
約
半
数
の
五
二
七
枚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
時
期
ご
と
の
出
土
枚
数
の
増
減
を
承
る
と
、
博
多
で
は
他
都
市
に
先
駆
け
て
一
一
世
紀

出
土
銭
貨
に
承
る
中
世
九
州
・
沖
緬
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

7８
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（
二
）
九
州
・
沖
縄
各
地
お
よ
び
他
都
市
の
銭
貨
流
通

次
に
こ
の
博
多
の
成
果
を
周
辺
地
域
や
他
の
都
市
遺
跡
と
比
較
し
て
承
よ
う
ｐ

１
期
ま
で
潮
る
確
実
な
資
料
は
存
在
し
な
い
が
、
集
落
の
開
始
時
期
が
こ
の
時
期
ま
で
潮
る
例
は
北
部
九
州
の
沿
岸
部
に
認
め
ら
れ
る
。
福

岡
市
蒲
田
遺
跡
（
一
一
末
〜
一
四
世
紀
）
、
長
崎
県
楼
槽
田
遺
跡
（
三
後
〜
一
四
世
紀
）
、
宮
ノ
下
り
遺
跡
（
一
○
〜
一
四
世
紀
）
、
深
堀
貝
塚

（
一
一
末
〜
一
二
世
紀
）
、
熊
本
県
浜
崎
遺
跡
（
一
一
後
〜
一
五
世
紀
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
玄
界
灘
・
有
明
海
に
面
し
た
集
落
で
あ

る
。
鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
加
世
田
市
上
加
世
田
遺
跡
の
よ
う
に
や
は
り
沿
岸
部
に
立
地
す
る
遺
跡
が
あ
る
。

次
の
Ｉ
期
に
は
こ
の
海
岸
部
に
加
え
て
、
内
陸
の
集
落
に
ま
で
銭
貨
が
浸
透
す
る
。
依
然
と
し
て
西
北
九
州
に
多
い
。
福
岡
県
甘
木
市
の
真

奈
坂
遺
跡
で
は
三
、
九
一
八
枚
の
さ
し
銭
状
態
の
大
量
埋
納
銭
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
朝
倉
地
区
の
中
道
遺
跡
や
久
留
米
市
の
茶
臼
山
遺

後
半
段
階
か
ら
す
で
に
銭
が
普
及
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
２
図
）
。
こ
れ
は
、
確
実
に
古
代
に
属
す
る
皇
朝
十
二
銭
が
わ
ず

（
３
）

か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
量
的
な
急
増
と
い
え
る
。
ま
た
、
全
期
を
通
し
た
出
土
瞳
の
ピ
ー
ク
は
一
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
前
半
で
あ
り
、

備
蓄
銭
を
含
め
た
全
国
的
な
出
土
銭
の
増
加
傾
向
に
合
致
す
る
。
そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
も
全
国
的
な
趨
勢
と
一
致
し
て
い
る
。

時
期
別
の
銭
種
構
成
は
周
辺
の
備
蓄
銭
例
と
比
較
し
た
第
３
図
に
ふ
る
よ
う
に
、
時
期
ご
と
に
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
と
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
し
、
細
か
く
見
れ
ば
、
Ｂ
と
Ｃ
の
よ
う
に
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
博
多
の
場
合
、
南
宋
銭
の
占
め
る
比
率
が
若

干
高
い
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
新
安
沈
没
船
に
代
表
さ
れ
る
寺
社
造
営
料
唐
船
な
ど
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
銭
の
実
相
を
表
し
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｅ
の
よ
う
に
一
六
世
紀
後
半
段
階
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
の
備
蓄
銭
に
入
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
永
井
一
九
九
六
ｂ
）

五
鉄
銭
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
備
蓄
銭
と
本
来
の
流
通
銭
の
違
い
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
古
代
末
か
ら
中
世
前
期
の
博
多
に
お
け
る
銭
貨
流
通
の
時
期
別
変
遷
を
、
銭
貨
流
通
の
画
期
と
し
て
置
き
換
え
る
な
ら
、
１
期
ｌ

初
期
流
入
期
、
Ⅱ
期
ｌ
浸
透
期
、
Ⅲ
期
１
大
魁
輸
入
期
と
呼
び
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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Ⅲ
期
の
段
階
に
な
る
と
、
銭
貨
出
土
遺
跡
は
一
挙
に
増
加
す
る
。
九
州
・
沖
縄
各
地
へ
の
銭
貨
の
浸
透
は
、
遺
跡
数
の
増
加
に
加
え
て
、
銭

貨
出
土
瞳
そ
の
も
の
が
前
代
と
比
べ
て
飛
躍
的
に
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
も
窮
え
る
。
さ
ら
に
北
九
州
市
本
城
備
蓄
銭
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
備

蓄
行
為
が
こ
の
段
階
に
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
大
量
の
銭
貨
流
入
を
背
景
と
し
た
銭
貨
流
通
の
一
大
変
革
と
も
い
う
べ
き
現
象
で
あ
る
。
博
多
周

辺
の
農
村
部
や
大
分
県
や
宮
崎
県
の
内
陸
の
集
落
へ
の
浸
透
時
期
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

Ⅳ
期
以
降
の
一
五
〜
一
六
世
紀
に
か
け
て
は
、
集
落
遺
跡
に
加
え
て
備
蓄
銭
や
山
城
や
居
館
で
の
出
土
が
増
加
し
、
北
部
九
州
に
お
い
て
は

祭
祁
遺
椛
や
墓
な
ど
か
ら
の
出
土
例
が
増
え
て
く
る
。

他
都
市
の
状
況
を
ゑ
て
承
る
と
、
鎌
倉
に
お
け
る
銭
貨
の
出
現
時
期
は
、
都
市
の
成
立
よ
り
や
や
遅
れ
る
一
三
世
紀
第
二
〜
第
三
四
半
世
紀

で
、
最
も
普
及
す
る
の
は
一
四
世
紀
代
で
あ
る
（
河
野
一
九
九
三
）
。
ま
た
平
安
京
に
お
い
て
は
経
塚
や
地
業
な
ど
の
祭
記
関
係
遺
織
か
ら
一
二

世
紀
後
半
に
出
現
し
て
い
る
が
、
数
赴
も
少
な
く
、
本
格
的
な
銭
貨
量
の
増
加
は
後
の
一
三
世
紀
以
降
で
あ
る
（
山
田
一
九
九
四
）
。
大
宰
府
に

お
い
て
は
、
出
土
銭
貨
の
主
体
は
一
三
世
紀
後
半
の
所
産
で
あ
る
が
、
そ
の
宋
銭
流
入
の
萌
芽
は
博
多
と
同
じ
一
一
世
紀
末
に
位
圃
づ
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
沖
縄
に
お
い
て
は
、
貝
塚
時
代
後
期
に
開
元
通
賓
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
銭
貨
が
増
加
し
始
め
る
の
は
グ
ス
ク
時
代
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
（
高
宮
一
九
九
五
）
。
し
か
ｋ
グ
ス
ク
時
代
の
初
期
に
は
あ
ま
り
普
及
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
普
及
時
期
は
一
四
世
紀
以
降

と
い
う
指
摘
（
嵩
元
一
九
八
三
）
も
あ
る
よ
う
に
、
一
三
世
紀
末
以
降
の
陶
磁
器
を
伴
う
遺
構
や
包
含
層
か
ら
の
出
土
が
多
い
よ
う
で
あ
る
．

次
に
都
市
と
農
村
部
の
比
較
を
行
う
た
め
に
、
博
多
近
郊
の
集
落
遺
跡
の
出
土
量
と
時
期
の
比
較
を
行
う
。
福
岡
市
内
の
博
多
以
外
の
遺
跡

あ
る
。

跡
、
行
橋
市
の
椿
市
廃
寺
な
ど
も
一
二
世
紀
後
半
代
の
出
土
例
で
あ
る
。
福
岡
市
田
村
遺
跡
や
板
付
遺
跡
な
ど
も
こ
の
時
期
に
あ
た
る
．
佐
賀

県
で
は
唐
津
市
見
借
遺
跡
や
天
神
鰯
遺
跡
な
ど
の
玄
海
灘
以
外
に
有
明
海
側
の
武
雄
市
南
永
野
遺
跡
や
小
城
郡
の
赤
司
遺
跡
な
ど
有
明
海
沿
い

の
佐
賀
平
野
で
も
増
加
傾
向
に
あ
ぷ
。
大
分
県
や
宮
崎
県
に
お
い
て
は
集
落
で
の
出
土
は
次
の
段
階
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
西
都
市
西
都

原
一
一
一
五
号
墳
の
経
塚
出
土
銭
に
承
る
よ
う
に
一
一
一
世
紀
の
前
半
代
（
Ｉ
期
）
に
遡
る
例
が
あ
り
、
早
い
時
期
に
銭
が
浸
透
し
て
い
る
可
能
性
が

出
土
銭
貨
に
ふ
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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（
三
）
銭
貨
流
通
史
か
ら
み
た
博
多
の
位
置
づ
け

以
上
各
地
の
出
土
例
を
み
て
き
た
が
、
改
め
て
博
多
の
銭
貨
出
土
麓
の
圧
倒
的
な
優
位
性
と
１
期
の
銭
遣
い
が
際
立
っ
た
現
象
と
し
て
理
解

さ
れ
よ
う
。
文
献
や
こ
れ
ま
で
の
貨
幣
流
通
史
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
渡
来
銭
の
流
入
時
期
と
し
て
は
売
券
文
瞥
に
み
る
ほ
ぼ

一
二
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
半
が
定
説
化
し
て
い
る
（
滝
沢
一
九
九
六
）
。
そ
の
契
機
は
対
北
宋
貿
易
の
外
部
的
貨
幣
と
し
て
の
流
入
で
あ
り
、
宋

銭
の
流
通
が
活
発
化
し
て
く
る
の
は
平
清
盛
の
福
原
開
港
以
降
の
一
二
世
紀
の
末
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
銭
使
用
を
原
因
と
す
る
京
都
で

の
物
価
の
不
安
定
を
引
き
起
こ
し
、
銭
使
用
に
関
す
る
公
卿
の
討
論
や
銭
使
用
の
禁
止
措
圃
な
ど
、
急
激
な
銭
の
市
場
へ
の
浸
透
が
巻
き
起
こ

し
た
経
済
不
安
が
発
生
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
い
わ
ば
新
し
い
時
代
の
流
れ
へ
の
抵
抗
で
あ
っ
て
、
す
で
に
市
場
に
お
け
る
銭
遣
い
へ
の
傾
斜

は
引
き
戻
す
こ
と
が
で
き
ず
、
一
三
世
紀
初
頭
に
は
朝
廷
や
幕
府
も
銭
の
使
用
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
裏
返
せ
ば
、
す
で
に
銭
に
よ
る

決
済
が
あ
る
程
度
商
品
取
引
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
文
献
に
現
れ
る
以
前
か
ら
銭
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
銭
貨
流
通
史
の
見
解
と
比
較
す
る
と
、
先
に
ふ
た
Ⅱ
期
以
降
の
九
州
・
沖
縄
地
域
に
お
け
る
銭
貨
の
出
土
状
況
は
、
お
お
よ
そ

の
出
土
銭
貨
を
検
討
し
て
承
る
と
、
時
期
的
に
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
二
世
紀
も
後
半
の
Ⅱ
期
の
段
階
に
銭
遣
い
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
出
土
数
を
比
較
す
る
と
、
中
世
渡
来
銭
（
無
文
銭
・
不
明
銭
含
む
）
が
博
多
の
八
、
六
五
四
枚
に
対
し
て
一
七
七
枚
と
、
博
多
の

お
よ
そ
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
中
で
も
日
宋
貿
易
や
日
明
貿
易
の
拠
点
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
今
津
正
権
院
や
戸
原
麦
尾
の
出
土
銭
貨
は
比

較
的
多
い
が
、
農
村
集
落
や
内
陸
の
山
村
部
の
遺
跡
の
出
土
枚
数
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
ま
た
中
世
末
の
居
館
遺
跡
の
有
田
遺
跡
に
お
い
て
も
飛

び
抜
け
た
枚
数
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
早
良
平
野
最
深
部
の
山
間
の
脇
山
遺
跡
に
お
い
て
さ
え
龍
泉
窯
産
の
陶
磁
器
が
多
鐙
に
出
土
し
て
い
る

こ
と
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
博
多
近
郊
の
集
落
遺
跡
で
は
主
要
貿
易
品
の
一
つ
で
あ
る
中
国
製
や
朝
鮮
王
朝
製
の
陶
磁
器
が
他
地
域
の
集
落

遺
跡
に
比
べ
殴
的
に
多
く
流
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
の
銭
遣
い
の
低
調
さ
か
ら
み
る
と
、
商
業
経
済
の
発
達
と
銭
遣
い
と
は
別
次
元
と

（
５
）

し
て
、
米
や
木
炭
な
ど
の
産
物
と
の
直
接
交
換
に
よ
る
取
引
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

出
土
銭
貨
に
染
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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中
国
の
大
型
銭
は
、
北
宋
期
に
は
慶
暦
重
賓
の
当
十
銭
に
始
ま
り
、
明
代
ま
で
継
続
し
て
鋳
造
さ
れ
て
い
る
。
銅
銭
の
他
に
鉄
銭
も
鋳
造
さ

れ
た
が
、
こ
の
鉄
銭
に
も
大
型
銭
が
あ
り
、
北
宋
の
慶
暦
以
降
、
北
宋
後
期
か
ら
南
宋
前
期
に
か
け
て
、
銅
銭
の
承
で
社
会
の
財
政
支
出
が
支

え
き
れ
な
い
と
き
や
、
流
通
貨
幣
の
不
足
が
深
刻
な
と
き
、
あ
る
い
は
銅
銭
の
国
外
流
出
を
防
止
す
る
た
め
に
映
西
や
河
東
で
発
行
さ
れ
た

（
６
）

（
宮
津
一
九
九
一
二
ａ
）
。
本
邦
で
は
今
の
と
こ
ろ
鉄
銭
は
小
平
銭
さ
え
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
（
永
井
一
九
九
六
ｂ
）
・
北
宋
〜
明
ま
で

の
大
銅
銭
と
本
邦
出
土
の
大
型
銭
を
示
し
た
の
が
第
２
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
銅
銭
の
折
二
銭
を
中
心
に
北
宋
・
南
宋
発
行
の
も
の
は
ほ

（
７
）

と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
未
発
見
の
種
類
も
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
大
型
銭
発
行
と
流
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
宮
浄
論
文
（
宮
深
一
九

（
一
）
中
国
の
大
型
銭

中
国
の
大
型
銭
は
、

れ
た
が
、
こ
の
鉄
銭
に

こ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
め
て
特
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
１
期
の
博
多
に
お
け
る
銭
貨
流
通
の
実
態
で
あ
る
。
こ
の

博
多
１
期
は
、
白
磁
の
大
赴
輸
入
や
宋
商
人
名
を
記
し
た
多
瞳
の
墨
窃
陶
磁
器
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
博
多
に
お
け
る
宋
商
の
住
蕃
貿
易
の

時
代
に
相
当
す
る
。
後
述
す
る
大
型
銭
と
と
も
に
、
貿
易
の
対
外
的
貨
幣
と
し
て
多
趣
に
博
多
に
宋
銭
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

博
多
近
郊
の
集
落
遺
跡
の
銭
遣
い
の
様
相
と
比
べ
る
と
犀
外
国
と
の
商
業
取
引
の
活
性
化
し
た
都
市
に
お
け
る
特
異
な
現
象
と
も
い
え
る
。
こ

の
段
階
で
は
ま
だ
国
内
の
内
部
貨
幣
と
し
て
の
転
換
は
は
か
ら
れ
ず
、
局
所
的
な
流
通
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
蛇
足
で
あ
る
が
、
さ
き
の
Ⅱ
期
に
お
け
る
減
少
傾
向
を
積
極
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
南
宋
に
お
け
る
銅
禁
政
策
、
も
し
く
は
貿
易

船
の
博
多
を
経
由
し
な
い
福
原
へ
の
直
接
入
港
な
ど
の
諸
因
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
は
都
市
近
郊
や
沿
岸
部
の

遺
跡
に
お
い
て
銭
貨
が
確
実
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
銅
銭
が
い
か
な
る
性
格
の
も
と
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
と
く
に
東
日
本
地
域
と
の
銭
遣
い
の
違
い
を
浮
き
彫

り
に
す
る
た
め
、
こ
の
九
州
・
沖
縄
地
域
を
特
徴
づ
け
る
大
型
銭
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
ふ
よ
う
。

出
土
銭
貨
に
ふ
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

三
、
大
型
銭
と
銭
貨
流
通
シ
ス
テ
ム
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九
三
ｂ
）
に
詳
し
い
の
で
、
以
下
に
そ
の
概
要
を
引
く
。

中
国
に
お
け
る
大
銅
銭
は
、
当
十
銭
、
当
五
銭
、
当
三
銭
、

折
二
（
当
二
）
銭
が
あ
る
。
当
十
銭
は
北
宋
の
慶
暦
元
年

（
一
○
四
一
年
）
に
険
西
で
対
西
夏
戦
争
の
軍
事
費
を
捻
出

す
る
た
め
に
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
慶
暦
重
喪
の
重
量
は
、
小

平
銭
の
三
倍
に
あ
た
る
約
一
一
甥
で
あ
る
た
め
、
発
行
後
ま

も
な
く
私
鋳
が
横
行
し
た
．
こ
の
た
め
七
年
後
の
慶
暦
八
年

に
は
当
三
銭
に
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
私
鋳
が
お
さ
ま
ら
な
い

た
め
、
後
に
額
面
が
当
一
一
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
型

銭
や
鉄
銭
は
そ
の
生
産
費
が
額
面
に
対
し
て
低
く
押
さ
え
ら

れ
る
た
め
、
私
鋳
の
格
好
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
の
対
策
と
し

て
額
面
の
低
下
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ

た
。
折
二
銭
は
慶
暦
以
後
映
西
で
流
通
し
た
が
、
照
寧
六
年

（
一
○
七
三
）
以
降
は
在
京
お
よ
び
開
封
府
界
を
除
く
全
国
で

流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
在
京
お
よ
び
開
封
府
界

で
の
通
行
が
図
ら
れ
た
が
、
国
都
で
は
信
用
を
勝
ち
と
る
こ

と
が
で
き
ず
、
京
師
と
そ
の
周
辺
で
は
ほ
と
ん
ど
流
通
し
て

い
な
い
。
折
二
銭
は
地
方
貨
幣
と
し
て
は
広
く
出
回
り
、
私

鋳
問
題
も
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
照
寧
以
後

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

第２表中国鋳造の大銅銭と本邦出土
（●は本邦既発見のもの：△は今回砿寵したもの）
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国
一
北
宋

銭名

識
元豊通賢
元祐通

綴
：
賢

元符通賢

蕊
大観通賢
政和通賓
宣和通賢
婚康元脅

鋳
代

初
年

峨
峨
叩
伽
噸
似
蝿
噸
皿
皿
畑
伽
加
皿
叩
噸

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

＄

折二 当三

０
０
０
●
●
、
、
Ｏ
Ｏ
ｅ
●
９
０

§
０

ｉｉ
一

当五
一

０

Ｏ
Ｏ

：

当十 樋大

０
０
０
０
リ
０

南
宋

開鯛元賓

嘉定通費

畜定元脅

鑑：
嘉定真賢
大
紹蕊

賓
質

端平元賢
蝋平通質
識蝿費
嘉照遜『
淳祐元脅
淳祐通賓
皇宋元貿
開慶通賢
景定元質
威漣元脅

”
”
”
皿
皿
”
”
”
蝿
哩
”
”
皿
“
蝿
”
”
”

③
Ｏ
Ａ
０
０
０
●
②
③

、
．
＠

０

０

南
宋

買
賢
費
溜
賢
賢
賢
賢
賢
賓
賓

蝿
瞬
癖
蝿
燕
雫
瞬
錨
緬
癖
蝿

〃
別
別
闘
閃
測
恥
弱
Ⅲ
Ⅲ
開

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｅ
●
●
、
●
０
０
●
●
▲

Ｏ
Ｏ

８

０ 金
一
元
一
閲

零和通賢
塞和爾智

大元通質

舞蕊
大中通質
洪武通賢
菖鋪識

蕊譲
永暦通費

狐
狐

１
１

Ｏ
Ｏ
Ｏ

別
弱
弱

１
１
１

捌
畑
卿
剛
餓
卿

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

０

８

●
９
０
０

－

Ａ

で
０
０

Ｏ
Ａ
Ｏ

Ｏ
Ａ
０

、
０

§
０

１

０

０



出
土
銭
貨
に
お
い
て
折
二
銭
や
当
十
銭
な
ど
の
大
型
銭
が
存
在
す
る
こ
と
は
か
ね
て
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
備
蓄
銭
研
究
が
主
流
を
占
め

た
研
究
情
勢
に
あ
っ
て
、
あ
る
種
異
質
な
も
の
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
地
位
回
復
は
最
近
の
こ
と
と
い
え
る
。

樫
木
晋
一
に
よ
っ
て
博
多
で
の
崇
寧
通
賓
な
ど
の
出
土
が
注
目
さ
れ
て
（
樫
木
一
九
九
二
ａ
）
以
来
、
崇
寧
通
賓
・
重
喪
・
大
観
通
喪
の
当
十

銭
の
集
成
（
永
井
編
一
九
九
四
）
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
全
国
の
都
市
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
当
十
銭
に
関
す
る
考
察
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
嶋
谷
一
九
九
四
ｂ
）
。
こ
れ
ら
大
方
の
大
銅
銭
に
対
す
る
評
価
は
、
銭
と
し
て
は
嫌
わ
れ
貨
幣
と
し
て
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
型
銭
の
周
囲
の
外
郭
を
削
っ
た
磨
輪
銭
の
存
在
や
備
蓄
銭
中
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
日
本
で
の
流
通
貨
幣
と
し
て

の
使
用
を
否
定
的
に
考
え
る
見
解
（
尾
形
一
九
八
五
・
根
木
一
九
九
三
・
永
井
一
九
九
六
ｂ
）
、
ま
た
そ
の
呪
術
物
と
し
て
の
機
能
や
さ
し
の

、
と
い
シ
フ
。

の
折
二
銭
の
質
が
小
平
銭
に
ほ
ぼ
等
し
く
、
．
ま
た
重
批
が
そ
の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
採
算
が
あ
わ
な
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

国
都
で
の
流
通
が
未
発
達
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
国
家
的
信
用
力
が
小
平
銭
の
形
状
に
あ
っ
た
た
め
、
小
平
銭
以
外
の
も
の
が
排
除
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
承
て
く
る
と
、
小
平
銭
以
外
の
大
銅
銭
は
主
に
地
方
で
流
通
し
た
貨
幣
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か

し
、
折
二
銭
は
地
方
で
の
大
赴
鋳
造
と
回
収
に
よ
り
、
そ
の
信
用
を
勝
ち
と
り
、
南
宋
の
時
期
に
な
る
と
国
都
で
も
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

わ
が
国
で
も
っ
と
も
多
く
出
土
し
て
い
る
当
十
銭
は
、
崇
寧
年
間
に
鋳
造
さ
れ
た
崇
寧
通
賓
と
崇
寧
重
賓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
小
平
銭
に
比

べ
て
品
位
が
低
い
た
め
、
発
行
後
間
も
な
く
激
し
い
私
鋳
を
巻
き
起
こ
し
、
崇
寧
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
行
使
地
区
の
江
北
へ
の
限
定
、

江
南
で
の
当
五
銭
さ
ら
に
当
三
銭
へ
の
切
り
下
げ
、
鋳
造
停
止
と
小
平
銭
鋳
造
の
再
開
、
華
北
で
の
当
五
銭
へ
の
切
り
下
げ
な
ど
と
、
当
十
銭

政
策
は
崩
壊
の
一
途
を
辿
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
折
二
銭
は
小
平
銭
と
と
も
に
南
宋
の
主
要
貨
幣
と
し
て
流
通
し
た
。
慶
元
（
一
一
九
五
〜
一

二
○
○
年
）
こ
ろ
の
鋳
造
年
額
一
五
万
貫
の
う
ち
、
小
平
銭
一
万
八
千
貫
、
折
二
銭
六
万
六
千
貫
と
、
額
面
に
お
い
て
実
に
八
十
八
％
に
及
ぶ

（
二
）
日
本
に
お
け
る
大
型
銭
の
出
土
状
況

出
土
銭
貨
に
象
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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「
あ
て
銭
」
と
し
て
の
使
用
法
を
想
定
す
る
見
解
（
河
野
一
九
九
三
・
福
島
一
九
九
四
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
南
宋
に

お
い
て
折
二
銭
は
主
流
貨
幣
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
を
流
通
貨
幣
か
ら
除
外
し
て
し
ま
う
の
は
危
険
で
あ
る
。
当
十
銭
が
単
独

で
消
費
さ
れ
、
博
多
と
堺
の
出
土
盆
の
差
を
地
理
的
要
因
に
加
え
て
時
代
差
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
、
流
通
貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
付
与
し
た

見
解
も
あ
る
（
嶋
谷
一
九
九
四
ｂ
）
。
さ
き
の
流
通
貨
幣
と
し
て
の
否
定
的
見
解
に
は
、
こ
の
嶋
谷
氏
の
視
点
の
よ
う
な
時
期
的
か
つ
地
理
的
要

因
が
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
、
備
蓄
銭
お
よ
び
遺
跡
出
土
の
大
型
銭
の
集
成
を
試
承
た
（
第
３
表
）
。
な
お

備
蓄
銭
に
含
ま
れ
る
大
型
銭
に
関
す
る
情
報
は
永
井
に
よ
る
出
土
銭
の
集
成
ぺ
永
井
編
一
九
九
四
・
一
九
九
六
）
を
基
本
と
し
た
．

備
蓄
銭
は
基
本
的
に
小
平
銭
で
構
成
さ
れ
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
大
型
銭
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
折
二
銭
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
崇

寧
通
喪
な
ど
の
当
十
銭
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
当
十
銭
が
入
る
場
合
で
も
、
志
海
苔
や
吉
田
若
田
や
猿
賀
の
よ
う
に
小
平
銭
と
同
じ

大
き
さ
ま
で
外
郭
お
よ
び
字
の
部
分
ま
で
削
り
込
ん
だ
例
や
小
原
の
よ
う
に
模
鋳
し
て
小
型
化
し
た
例
に
承
る
よ
う
に
、
本
来
の
姿
を
保
っ
て

い
な
い
（
第
４
図
）
。
ま
た
折
二
銭
に
も
磨
輪
銭
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
加
工
銭
が
さ
し
状
態
で
使
用
さ
れ
、
同
時
に
大
型
銭
の

額
面
通
り
に
使
用
さ
れ
ず
、
小
平
銭
と
同
じ
一
文
と
し
て
の
通
用
価
値
し
か
持
た
な
か
っ
た
証
拠
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
加
工
銭
は
す
で
に

一
三
世
紀
後
半
の
備
蓄
銭
中
に
そ
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
る
が
、
東
日
本
を
中
心
と
し
た
備
蓄
銭
三
期
（
一
四
世
紀
末
）
以
降
の
備
蓄
銭
中
に
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
第
３
表
）
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
後
に
の
べ
る
九
州
・
沖
縄
に
お
け
る
一
般
の
都
市
や
集
落
遺
跡
の
出
土

銭
中
に
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
ず
、
銭
に
対
す
る
意
識
の
地
理
的
な
違
い
を
読
承
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

備
蓄
銭
中
に
含
ま
れ
る
大
型
銭
（
折
二
銭
が
ほ
と
ん
ど
）
の
割
合
を
ふ
る
と
、
一
万
枚
以
下
の
例
を
除
け
ば
○
・
一
％
に
満
た
な
い
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
兵
庫
な
ど
の
西
日
本
に
多
く
西
高
東
低
の
状
況
に
あ
る
。

備
蓄
銭
以
外
の
一
般
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
大
型
銭
は
、
実
際
は
折
二
銭
が
主
体
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
が
、
銭
径
が
小
平
銭
に
近
い
た
め
、

記
戦
漏
れ
に
起
因
す
る
デ
ー
タ
回
収
率
の
悪
さ
を
考
慰
せ
ね
ば
ば
ら
な
い
。
現
状
の
資
料
で
は
折
二
銭
は
当
三
銭
以
上
の
大
型
銭
と
ほ
ぼ
等
し

い
比
率
で
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
土
銭
中
の
大
型
銭
の
割
合
は
、
博
多
を
例
に
と
れ
ば
約
○
・
七
八
％
と
、
備
蓄
銭
に
比
べ
断
然
高
い
。

出
土
銭
貨
に
承
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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（
当
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出
土
銭
貨
に
承
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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当
三
銭
以
上
の
大
型
銭
は
、
今
の
と
こ
ろ
鎌
倉
以
西
の
地
域
か
ら
の
承
出
土
し
て
い

る
。
総
数
一
○
○
枚
の
う
ち
、
九
州
以
外
が
一
○
枚
（
一
○
％
）
、
博
多
が
三
七
枚

（
三
七
％
）
、
博
多
周
辺
が
二
枚
（
二
％
）
、
大
宰
府
が
一
四
枚
（
一
四
％
）
、
長
崎
・

佐
賀
・
宮
崎
・
鹿
児
島
が
六
枚
（
六
％
）
（
大
分
・
熊
本
県
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
未

確
認
）
、
奄
美
・
沖
縄
が
三
一
枚
（
一
一
一
一
％
）
と
、
今
回
の
集
計
に
お
い
て
も
、
そ
の

趣
は
沖
縄
を
除
く
と
、
か
つ
て
い
わ
れ
た
よ
う
に
博
多
と
大
宰
府
が
大
半
を
占
め
る

（
永
井
一
九
九
六
ｂ
）
。
沖
縄
の
場
合
は
南
宋
後
期
や
明
の
大
型
銭
も
含
ま
れ
る
こ

と
や
、
グ
ス
ク
や
首
里
城
お
よ
び
そ
の
周
辺
か
ら
の
出
土
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
四

世
紀
以
降
の
対
明
貿
易
の
所
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
九
州
に

お
い
て
は
博
多
・
大
宰
府
と
い
っ
た
日
宋
貿
易
以
来
日
本
の
門
戸
と
し
て
栄
え
た
町

に
大
型
銭
が
集
中
し
て
い
る
．
ま
た
、
松
浦
や
唐
津
な
ど
の
貿
易
船
の
航
路
に
あ
た

る
九
州
西
北
岸
の
遺
跡
や
博
多
湾
東
岸
に
面
し
た
蒲
田
遺
跡
や
博
多
近
郊
の
元
窓
の

恩
賞
地
で
あ
る
柏
原
遺
跡
な
ど
に
出
土
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
当
十
銭
で

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

第５表博多遺跡群出土の当十銭の時期別出土数

第４表博多遺跡群出土の折二銭の時期別出土数
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九
州
地
域
で
は
博
多
や
熊
本
市
井
芹
川
河
口
で
折
二
銭
の
磨
輪
銭
が
一
一
点
発
見
さ
れ
て
い
る
が
？
残
念
な
が
ら
そ
の
所
属
時
期
は
明
確
さ
を

（
８
）

欠
く
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
沖
縄
に
お
い
て
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
し
、
先
の
一
一
例
を
除
く
と
兵
庫
県
以
東
の
東
部
日
本
に
集
中
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
中
世
の
日
本
的
流
通
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
。
こ
の
日
本
的
な
銭
遣
い
の
成
立
は
、
お
そ
ら
く
備
蓄
行
為
の
発
生
と
と
も
に
、

貨
の
初
期
流
入
期
の
一
二
世
紀
初
頭
に
す
で
に
大
型
銭
（
当
十
銭
）
が
流
入
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
大
宰
府
に
お
い
て
も
一
三
世
紀

後
半
以
降
の
例
が
主
体
を
占
め
る
が
、
第
三
八
次
調
査
の
ｓ
Ｘ
ｌ
八
六
三
の
墓
に
白
磁
碗
と
と
も
に
副
葬
さ
れ
た
崇
寧
通
賓
当
十
銭
が
示
す
よ

う
に
、
他
都
市
の
例
に
比
べ
早
い
段
階
に
大
型
銭
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
地
に
お
け
る
大
型
銭
を
含
め
た
銭
貨
が
、
北
宋
に
お
け
る
価
値

基
準
の
ま
ま
、
し
か
も
発
行
後
間
も
な
く
貨
幣
と
し
て
流
通
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
権
衡
資
料
（
吉
村
一
九
九
五
）
と
と
も
に
博
多
に
お
け

る
宋
商
の
住
蕃
貿
易
を
示
す
新
た
な
証
拠
と
し
て
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
唐
津
や
松
浦
地
方
の
見
借
、
楼
槽
田
、
宮
ノ

下
り
適
跡
例
な
ど
も
こ
の
初
期
段
階
の
大
型
銭
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

Ⅲ
期
以
降
の
段
階
に
お
い
て
も
九
州
や
沖
縄
に
お
い
て
は
、
中
国
本
土
と
連
動
し
な
が
ら
さ
き
の
よ
う
な
流
通
形
態
が
継
続
し
て
い
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
南
宋
で
地
方
貨
幣
と
し
て
一
定
過
折
二
銭
が
使
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
日
本
と
く
に
西
日
本
に
お
い
て
、
折
二
銭
に

加
え
て
当
十
銭
自
体
も
当
五
な
い
し
当
二
の
額
面
と
し
て
流
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
ｐ
そ
の
根
拠
と
し
て
商
業
活
動
の
拠
点
で
あ
る
都
市

巡
跡
や
港
を
擁
す
る
海
岸
部
に
面
し
た
遺
跡
な
ど
で
は
、
後
代
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
当
十
銭
が
入
り
、
し
か
も
加
工
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
慶
元
を
出
港
し
日
本
へ
向
か
っ
て
い
た
新
安
船
に
は
至
大
通
賓
（
一
三
一
○
年
初
鋳
）
を
最
新
銭
と
す
る
多
量
の
大
型
銭
が
積
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
釣
寂
庵
（
博
多
承
天
寺
塔
頭
）
宛
て
の
荷
札
が
示
す
よ
う
に
、
八
貫
も
の
大
銭
が
さ
し
の
状
態
で
博
多
へ
運
ば
れ
よ
う
と
し
て
い

た
。
こ
れ
は
大
型
銭
を
使
用
す
る
意
図
の
も
と
に
輸
入
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
一
四
世
紀
段
階
に
至
っ
て
も
大
型
銭
の
流
通
貨
幣
と
し
て
の

市
場
に
お
け
る
信
用
が
失
墜
し
て
い
な
か
っ
た
証
で
あ
る
。
同
様
な
こ
と
は
一
三
世
紀
末
以
降
の
沖
縄
の
グ
ス
ク
交
易
や
琉
球
王
朝
の
対
明
勘

合
貿
易
に
お
い
て
ふ
る
こ
と
が
で
き
、
大
型
銭
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
出
土
総
数
の
一
・
一
三
％
と
い
う
き
わ
め
て
高
い
含
有
率

か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
土
銭
貨
に
承
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
中
世
日
本
の
銭
貨
流
通
に
対
す
る
中
国
側
の
研
究
の
相
反
す
る
二
説
で
あ
る
。
一
方
は
銭
貨
の
流
通

基
盤
と
し
て
、
国
家
的
支
払
い
手
段
と
し
て
の
貨
幣
、
つ
ま
り
国
家
が
必
ず
受
け
取
る
と
い
う
信
用
が
不
可
欠
で
あ
る
（
宮
津
一
九
九
○
、
足

立
一
九
九
○
ａ
）
と
い
う
立
場
か
ら
、
中
世
日
本
の
銭
貨
流
通
シ
ス
テ
ム
自
体
も
中
国
の
内
部
貨
幣
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る

説
（
足
立
一
九
九
一
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
方
は
日
本
の
銭
貨
流
入
戯
の
ピ
ー
ク
を
供
給
側
で
あ
る
中
国
の
国
家
変
成
時
期
（
金
・
元
王
朝
の

以
上
、
本
論
の
論
旨
を
総
括
す
る
と
、
博
多
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
他
地
域
に
先
駆
け
て
一
一
世
紀
末
〜
一
二
世
紀
初
め
の
早
い
段
階
に
銭

の
流
通
が
認
め
ら
れ
、
宋
商
の
博
多
へ
の
居
留
に
よ
る
貿
易
形
態
を
示
す
証
拠
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
銭
貨
の
出
土
麓
の
増
加
や
周
辺
集
落
へ

の
普
及
が
一
三
世
紀
後
半
〜
一
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
認
め
ら
れ
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、
大
型
銭
の
分
布
と
使
用
時
期

・
形
態
か
ら
、
こ
の
一
四
世
紀
以
降
に
は
内
部
貨
幣
と
し
て
の
日
本
的
銭
遣
い
が
確
立
し
、
地
域
的
な
違
い
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
、
貿
易
都
市

お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
、
外
部
的
貨
幣
と
し
て
東
ア
ジ
ア
貿
易
圏
の
銭
遣
い
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
維
持
し
続
け
た
こ
と
な
ど
で
あ

出
土
銭
貨
に
承
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

（
９
）

無
文
銭
の
流
通
や
本
邦
に
お
け
る
模
鋳
銭
作
り
が
開
始
さ
れ
る
一
四
世
紀
以
降
に
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
期
は
銭
貨
流
通
に
お

い
て
も
大
き
な
転
換
期
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
（
神
木
一
九
八
六
・
一
九
九
五
）
。
さ
ら
に
、
無
文
の
大
型
銭
や
大
型
銭
自
体
の
模
鋳
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
小
平
銭
に
対
す
る
信
用
が
よ
り
強
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
．
こ
れ
は
皇
朝
十
二
銭
以
来
の

小
型
銅
銭
に
慣
れ
親
し
ん
だ
伝
統
に
由
来
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
地
域
的
な
銭
種
に
対
す
る
信
用
度
の
違
い
で
あ
り
、
中
国
と
の
距
離
や

情
報
の
入
り
や
す
さ
の
差
に
そ
の
原
因
を
求
め
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
貿
易
の
盛
ん
な
地
域
や
都
市
で
は
、
依
然
と
し
て
商
品
取
引
の
決
済
手
段

と
し
て
対
外
的
貨
幣
と
し
て
機
能
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
裏
返
せ
ば
こ
の
よ
う
な
地
域
は
、
中
国
を
中
心
に
し
た
環
東
ア
ジ
ア
貿
易
圏
の
う

ち
に
あ
り
、
そ
の
内
部
貨
幣
と
し
て
の
銭
貨
流
通
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
．

る
｡

四
、
ま
と
め
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－９５
１

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
足
立
啓
二
、
網
田
龍
生
、
伊
藤
正
彦
、
岡
本
真
也
、
緒
方
俊
輔
、
木

下
尚
子
、
甲
元
虞
之
、
樫
木
晋
一
、
比
佐
陽
一
郎
、
嶋
谷
和
彦
、
杉
原
敏
之
、
田
遜
哲
夫
、
平
ノ
内
幸
治
、
藤
原
由
博
、
西
田
道
在
、
野
田
和

美
、
藤
木
聡
、
美
野
口
雅
朗
、
宮
代
栄
一
、
矢
野
希
久
代
、
山
田
邦
和
、
吉
武
学
。
と
く
に
足
立
・
伊
藤
両
先
生
に
は
、
中
国
関
係
の
文
献
を

提
供
い
た
だ
く
と
も
も
に
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
棲
木
晋
一
先
生
に
は
文
献
入
手
に
、
野
田
和
美
嬢
に
は
資
料
作
成
に
お
い

鮒
辞

成
立
）
に
符
合
す
る
も
の
と
し
、
銅
銭
を
不
要
と
す
る
国
家
の
成
立
に
よ
っ
て
銅
貨
の
国
外
へ
の
大
避
放
出
が
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
と
推
定

し
、
銭
貨
流
通
に
お
い
て
国
家
の
信
用
な
ど
必
要
な
か
っ
た
と
す
る
説
で
あ
る
（
大
田
一
九
九
五
）
。

こ
こ
に
お
い
て
も
、
日
本
と
い
う
地
域
も
し
く
は
中
世
と
い
う
時
期
を
一
括
し
て
捉
え
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
先
に
述
べ
た

日
本
的
銭
遣
い
が
成
立
す
る
一
四
世
紀
以
降
に
は
、
中
国
の
内
部
貨
幣
に
取
り
込
ま
れ
た
日
本
で
は
な
く
な
る
こ
と
、
た
と
え
領
主
制
の
も
と

の
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
国
家
に
代
わ
る
支
配
者
に
よ
る
銭
貨
の
放
収
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
銭
貨
流
通
の
信
用
形
成
の

基
礎
と
成
り
う
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
銭
貨
流
通
に
お
い
て
足
立
氏
の
言
う
中
国
専
制
国
家
の
国
家
的
信
任
が
影
響
し
え

た
時
期
は
、
博
多
に
み
る
１
期
な
い
し
Ⅱ
期
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
よ
り
後
に
は
東
ア
ジ
ア
と
の
貿
易

（
勘
合
・
私
貿
易
）
圏
で
は
、
国
家
の
保
証
を
要
し
な
い
市
場
に
お
け
る
信
用
が
確
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
代
後
期
の
銅
貨
が
国
家

的
信
用
を
失
っ
た
時
点
で
さ
え
、
市
場
に
お
い
て
独
自
の
信
用
を
形
成
し
た
（
足
立
一
九
九
○
ｂ
）
よ
う
に
、
こ
の
東
南
ア
ジ
ア
を
含
め
た
環

東
シ
ナ
海
商
業
圏
（
沿
岸
部
）
で
は
市
場
独
自
の
信
用
を
も
つ
銭
体
系
が
成
立
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
明
制
銭
が
発
行
さ
れ

た
時
点
に
お
い
て
も
北
宋
銭
が
巷
で
大
き
な
信
用
を
も
っ
て
通
用
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
田
説
に
従
え
ば
大
型

銭
は
額
面
通
り
に
使
用
で
き
な
い
銭
貨
と
し
て
排
他
的
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
州
・
沖
縄
の
港
湾
都
市
や
堺
や
京
都
な
ど

に
お
い
て
一
六
世
紀
段
階
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
説
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
土
銭
貨
に
承
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）



て
お
手
数
を
お
か
け
し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
論
は
か
つ
て
筆
者
が
携
わ
っ
た
博
多
遺
跡
群
の
発
掘
成
果
を
基
礎
と

し
て
起
稿
し
た
も
の
で
、
論
形
成
に
お
い
て
は
大
庭
康
時
、
佐
伯
弘
次
氏
を
初
め
と
す
る
博
多
研
究
会
諸
氏
と
の
日
頃
か
ら
の
意
見
交
換
の
成

果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
各
位
に
も
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
６
）
永
井
氏
に
よ
る
と
、
「
鉄
銭
」
と
記
較
さ
れ
た
資
料
は
す
べ
て
銅
銭
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
福
岡
県
甘
木
市
の
真
奈
坂
遺
跡
の
三
、
九
一
八
枚
の
一
括

埋
納
銭
に
は
鉄
銭
が
八
枚
含
ま
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
福
岡
県
教
委
一
九
九
三
「
真
奈
板
遺
跡
」
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
○
五

集
）
。
実
見
し
て
い
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
前
半
に
時
期
比
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
宋
代
の
鉄
銭
の
可

能
性
が
あ
る
が
、
先
の
よ
う
な
観
察
違
い
の
可
能
性
や
時
期
が
新
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
出
土
銭
全
体
の
分
析
結
果
が
待
た
れ
る
。

（
７
）
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
未
発
見
で
あ
っ
た
洪
武
通
賓
当
五
銭
が
至
大
通
賓
当
三
銭
（
午
）
を
新
た
に
確
認
し
た
。
ま
た
新
安
沈
没
船
で

し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
開
蕊
通
賓
、
紹
定
通
賓
の
折
二
銭
も
博
多
、
大
宰
府
、
沖
縄
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
８
）
博
多
六
四
次
調
査
例
は
、
近
世
遺
構
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、
井
芹
川
河
口
遺
跡
例
は
ほ
ぼ
一
三
世
紀
以
降
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

（
９
）
無
文
銭
の
成
立
は
九
州
に
お
い
て
一
三
世
紀
後
半
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
（
是
光
一
九
九
三
）
。
こ
の
根
拠
は
福
岡
県
本
城
遺
跡
の
備
蓄
銭
の
時
期
か
ら

【
註
】

（
１
）
後
に
述
べ
る
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
集
計
の
結
果
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
九
割
が
備
蓄
銭
賓
料
で
あ
っ
て
、
不
明
銭
や
無
文
銭
を
加
え
て
も
中
世

期
の
渡
来
銭
は
一
七
貫
程
度
で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
統
計
学
的
に
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
数
か
も
し
れ
な
い
．
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら

の
積
象
重
ね
に
よ
っ
て
こ
そ
流
通
銭
貨
の
組
成
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
確
信
す
る
。

（
２
）
こ
れ
は
「
九
州
・
沖
縄
に
お
け
る
銭
貨
出
土
遺
跡
地
名
表
」
の
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
熊
本
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
二
十
五
周
年

論
文
集
』
（
一
九
九
七
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
掲
戦
予
定
で
あ
る
。

（
３
）
今
回
の
集
計
に
お
い
て
も
四
種
一
○
点
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
出
土
趣
に
加
え
て
、
古
代
の
遺
櫛
に
確
実
に
伴
う
も
の
と
い
え
ば
ほ
ん
の
数
例
で
あ
ろ

う
。
中
世
に
流
通
し
て
い
た
古
文
銭
が
大
半
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
神
崎
荘
に
属
す
る
下
中
杖
遺
跡
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
末
か
ら
有
明
海
を
介
し
た
貿
易
が
文
献
上
に
現
れ
て
お
り
、
よ
り
古
い
Ｉ
期
に
属
す
る

出
土
例
が
早
晩
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
拠
点
的
な
集
落
は
、
古
代
の
官
荷
関
連
施
設
の
所
在
地
も
し
く
は
そ
れ
に
関
連
し
た
水
運
の
港

と
し
て
早
く
か
ら
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
同
じ
有
明
海
沿
い
の
菊
池
川
の
高
瀬
津
や
井
芹
川
の
高
橋
津
な
ど
は
、
同
じ
く
よ
り
古
い
時
期
の
銭
遣
い
の
侯

補
地
と
し
て
今
後
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
５
）
こ
の
場
合
、
ど
れ
ほ
ど
の
銭
貨
の
出
土
枚
数
を
も
っ
て
、
銭
貨
流
通
の
盛
衰
を
問
う
か
が
問
題
と
な
る
。
確
か
に
枚
数
こ
そ
少
な
い
が
、
他
地
域

（
他
県
）
に
比
べ
る
と
銭
貨
出
土
遺
跡
の
割
合
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
比
較
材
料
と
し
て
、
銭
貨
の
出
土
率
な
ど
の
算
定
に
よ
る
基
準
づ
く

（
他
県
）
に
比
べ
》

り
が
必
要
で
あ
る
。

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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栄
原
永
遠
男
一
九
九
三
『
日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
街
房

根
木
晋
一
一
九
九
一
「
九
州
地
域
に
お
け
る
中
・
近
世
の
銭
貨
流
通
」
、
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
三
六
号
八
七
’
一
二
二
頁

出
土
銭
貨
に
染
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

【
引
用
・
参
考
文
献
】

安
里
嗣
淳
一
九
九
一
「
中
国
唐
代
貨
銭
「
開
元
通
賓
」
と
琉
球
圏
の
形
成
」
『
文
化
課
紀
要
』
七
号
一
’
一
○
頁
沖
縄
県
教
育
委
員
会

足
立
啓
二
一
九
八
九
「
明
代
中
期
に
お
け
る
京
師
の
銭
法
」
『
文
学
部
論
叢
』
二
九
号
七
四
’
九
七
頁

足
立
啓
二
一
九
九
○
ａ
「
専
制
国
家
と
財
政
・
貨
幣
」
『
中
国
専
制
国
家
と
社
会
統
合
中
国
史
像
の
再
構
成
』
二
一
一
九
’
一
四
六
頁

足
立
啓
一
一
一
九
九
○
ｂ
「
明
浦
時
代
に
お
け
る
銭
経
済
の
発
展
」
『
中
国
専
制
国
家
と
社
会
統
合
中
国
史
像
の
再
栂
成
』
二
三
八
八
－
四
一
二
頁

足
立
啓
二
一
九
九
一
「
中
国
か
ら
ふ
た
日
本
貨
幣
史
の
二
・
三
の
問
題
」
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
○
三
号
一
’
一
○
頁
京
都
民
科
研
究
部

．
会

足
立
順
司
一
九
九
六
「
再
び
「
経
塚
出
土
の
銭
貨
」
に
つ
い
て
」
『
出
土
銭
貨
』
六
号
二
’
八
頁
出
土
銭
貨
研
究
会

池
田
亭
一
九
八
六
「
中
世
の
渡
来
銭
」
『
出
土
渡
来
銭
』
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
五
号
一
三
’
二
三
頁

尾
形
髄
正
一
九
八
五
「
出
土
渡
来
銭
の
観
察
ｌ
主
と
し
て
模
鋳
銭
に
つ
い
て
Ｉ
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
四
九
号
二
三
’
二
六
頁

大
田
由
紀
夫
一
九
九
五
「
一
二
〜
一
五
世
紀
初
頭
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
銅
銭
の
流
布
」
『
社
会
経
済
史
学
』
六
一
巻
二
号
二
○
’
四
八
頁

大
庭
康
時
一
九
九
五
「
福
岡
県
福
岡
市
博
多
遺
跡
群
出
土
の
銭
貨
よ
り
」
『
出
土
銭
貨
』
四
号
二
二
一
頁
出
土
銭
貨
研
究
会

折
尾
学
一
九
八
八
「
博
多
出
土
の
古
銭
」
『
東
ア
ジ
ア
の
国
際
都
市
博
多
』
よ
承
が
え
る
中
世
一
一
一
一
三
’
一
二
五
頁

神
木
哲
男
一
九
八
六
「
出
土
銭
よ
り
見
た
日
本
の
中
世
経
済
」
『
出
土
渡
来
銭
』
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
五
号
八
六
’
九
四
頁

神
木
哲
男
一
九
九
五
「
「
貨
幣
史
」
と
「
経
済
史
」
を
つ
な
ぐ
も
の
」
『
出
土
銭
貨
』
三
号
一
頁
出
土
銭
貨
研
究
会

河
野
餌
知
郎
一
九
九
三
「
中
世
鎌
倉
銭
貨
考
」
『
創
立
三
十
周
年
妃
念
鶴
見
大
学
文
学
部
鎗
集
』
二
四
三
’
二
八
○
頁

照
本
大
学
考
古
学
研
究
室
一
九
九
七
『
用
見
崎
』
研
究
室
活
動
報
告
三
二
号

高
良
倉
吉
一
九
九
三
『
琉
球
王
国
』
岩
波
新
書
二
六
一

是
光
吉
韮
一
九
八
六
ａ
「
日
本
各
地
出
土
の
中
世
の
渡
来
銭
（
九
州
・
中
国
・
近
競
地
方
）
」
『
出
土
渡
来
銭
』
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
五
号
三
三

’
四
○
頁

是
光
吉
基
一
九
八
六
ｂ
「
出
土
渡
来
銭
の
埋
没
年
代
」
『
出
土
渡
来
銭
』
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
五
号
六
九
’
七
七
頁

是
光
吉
基
一
九
九
三
「
国
内
出
土
の
い
わ
ゆ
る
・
「
無
文
銭
」
に
つ
い
て
」
『
考
古
論
集
潮
見
浩
先
生
退
官
記
念
論
文
集
』
七
八
九
－
八
○
○
頁
同
事

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
永
井
の
時
期
区
分
法
（
永
井
一
九
九
六
ａ
）
に
よ
る
と
一
四
世
紀
初
頭
ま
で
下
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
本
邦
で
は
京
都
、
鎌

倉
、
堺
で
模
鋳
銭
の
鋳
型
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
文
献
や
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
る
と
模
鋳
は
一
四
世
紀
初
め
に
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
（
室
蟹
秀
明
一
九
九
四
、
嶋
谷
一
九
九
四
ａ
、
永
井
一
九
九
六
ｂ
）

業
会
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根
木
晋
一
一
九
九
二
ａ
「
博
多
遺
跡
群
の
出
土
銭
貨
（
一
）
」
『
法
吟
漣
』
一
号
八
四
’
九
四
頁
博
多
研
究
会

樫
木
晋
一
一
九
九
二
ｂ
「
九
州
の
六
道
銭
研
究
の
現
状
と
課
題
」
『
九
州
帝
京
短
期
大
学
紀
要
』
二
号
七
五
’
八
四
頁

樫
木
晋
一
一
九
九
三
「
博
多
遺
跡
群
の
出
土
銭
貨
（
二
）
」
『
法
吟
唖
』
二
号
四
一
’
四
六
頁
博
多
研
究
会

根
木
晋
一
一
九
九
四
「
九
州
地
区
出
土
の
皇
朝
十
二
銭
」
『
出
土
銭
貨
』
一
号
九
’
一
二
頁
出
土
銭
貨
研
究
会

樫
木
晋
一
・
赤
沼
英
男
・
市
原
恵
子
一
九
九
五
「
洪
武
通
賓
の
金
属
組
成
と
九
州
に
お
け
る
流
通
銭
の
問
題
」
『
九
州
帝
京
短
期
大
学
紀
要
』
七
号
六

一
１
八
三
頁

嶋
谷
和
彦
一
九
九
四
ａ
「
堺
出
土
の
鋳
銭
鋳
型
と
中
世
後
期
の
模
鋳
銭
生
産
」
『
中
世
の
出
土
銭
』
二
二
四
’
二
四
二
頁
兵
庫
埋
蔵
銭
調
査
会

嶋
谷
和
彦
一
九
九
四
ｂ
「
一
枚
の
銭
（
二
）
Ｉ
堺
環
濠
都
市
遺
跡
出
土
の
「
崇
寧
重
宝
」
Ｉ
」
『
関
西
近
世
考
古
学
研
究
会
会
報
』
二
五
号
一
一
’
六
頁

鈴
木
公
雄
一
九
九
二
「
出
土
備
蓄
銭
と
中
世
後
期
の
銭
貨
流
通
」
『
史
学
』
六
一
巻
三
・
四
号
一
’
五
六
頁

鈴
木
公
雄
一
九
九
五
「
出
土
銭
貨
研
究
の
諸
問
題
（
二
）
」
『
出
土
銭
貨
』
三
号
二
’
九
頁
出
土
銭
貨
研
究
会

高
宮
贋
衛
一
九
九
五
「
開
元
通
賓
か
ら
ふ
た
先
史
終
末
期
の
沖
縄
」
『
王
朝
の
考
古
学
ｌ
大
川
清
博
士
古
稀
記
念
論
集
ｌ
』
二
六
七
’
一
一
八
六
頁
雄

山
閣

嵩
元
政
秀
一
九
七
○
「
沖
縄
県
内
出
土
の
銭
貨
に
つ
い
て
」
『
南
島
考
古
』
一
号
二
○
’
三
二
頁
沖
縄
考
古
学
会

嵩
元
政
秀
一
九
八
三
「
古
銭
ｌ
［
解
脱
］
出
土
銭
貨
の
分
類
と
特
徴
」
『
沖
縄
歴
史
地
図
考
古
編
』
六
六
・
九
八
頁
柏
書
房

滝
沢
武
雄
一
九
九
六
『
日
本
の
貨
幣
の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館

田
辺
市
史
編
纂
室
一
九
九
四
『
田
辺
市
史
』
四
巻

永
井
久
美
男
一
九
九
四
「
埋
蔵
時
期
と
最
新
銭
」
『
中
世
の
出
土
銭
』
二
五
三
’
二
五
九
頁
兵
庫
埋
蔵
銭
鯛
査
会

永
野
久
美
男
一
九
九
五
「
近
年
出
土
資
料
に
承
る
中
世
末
期
出
土
銭
の
地
域
性
と
問
題
点
」
『
出
土
銭
貨
』
四
号
三
八
’
五
二
頁
出
土
銭
貨
研
究
会

永
井
久
美
男
一
九
九
六
ａ
「
股
新
銭
に
よ
る
一
括
埋
納
銭
の
時
期
区
分
」
『
中
世
の
出
土
銭
貨
ｌ
補
遺
１
１
』
一
一
九
’
一
二
七
頁
兵
庫
埋
蔵
銭
鯛
査
会

永
井
久
美
男
一
九
九
六
ｂ
「
中
世
の
出
土
銭
負
の
総
括
」
『
中
世
の
出
土
銭
貨
Ｉ
補
遮
１
１
』
一
六
三
’
一
七
二
頁
兵
庫
埋
蔵
銭
調
査
会

兵
庫
埋
蔵
銭
鯛
査
会
一
九
九
六
『
日
本
出
土
銭
総
覧
一
九
九
六
年
版
』

本
田
道
輝
一
九
八
八
「
鹿
児
島
県
下
出
土
の
銭
貨
集
成
」
『
鹿
大
史
学
』
三
五
号
三
一
’
四
一
一
頁

福
島
政
文
一
九
九
四
「
草
戸
千
軒
出
土
の
大
銭
」
『
草
戸
千
軒
』
二
二
六
号
七
頁

宮
津
知
之
一
九
八
八
「
唐
宋
時
代
の
短
碩
と
貨
幣
経
済
の
特
質
」
『
史
林
』
七
一
巻
二
号
一
’
三
二
頁

宮
津
知
之
一
九
九
○
「
北
宋
の
財
政
と
貨
幣
経
済
」
『
中
国
専
制
国
家
と
社
会
統
合
中
国
史
像
の
再
櫛
成
』
一
一
二
八
一
’
三
二
一
一
一
頁

宮
津
知
之
一
九
九
三
ａ
「
宋
代
映
西
・
河
東
の
鍛
銭
問
題
」
『
東
洋
史
研
究
』
五
一
巻
四
号
一
’
三
一
一
一
頁

宮
津
知
之
一
九
九
三
ｂ
「
唐
宋
代
に
お
け
る
銅
銭
の
私
鋳
」
『
中
国
近
世
の
法
制
と
社
会
』
一
七
三
’
二
○
九
頁
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

宮
津
知
之
一
九
九
六
「
宋
代
の
価
格
と
市
場
」
『
宋
元
時
代
の
基
本
問
題
』
二
○
五
’
二
三
五
頁
汲
古
宙
院

室
基
秀
明
一
九
九
四
「
鎌
倉
の
模
鋳
銭
」
『
中
世
の
出
土
銭
』
二
一
八
’
二
一
一
三
頁
兵
庫
埋
蔵
銭
調
査
会

出
土
銭
貨
に
み
る
中
世
九
州
・
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）
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出
土
銭
貨
に
染
る
中
世
九
州
ｂ
沖
縄
の
銭
貨
流
通
（
小
畑
）

吉
村
靖
徳

王
錫
薬

矢
島
恭
介

山
田
邦
和

〔
皇脱

稿
後
愛
媛
県
村
山
神
社
縫
塚
及
び
京
都
市
花
背
五
号
経
壕
か
ら
豊
重
蜜
の
当
十
銭
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
竃
知
っ
た
．
（
柴
田
圭
子
一
九
九

六
「
農
県
の
僅
壕
出
土
銭
遮
『
出
土
銭
菖
六
号
六
○
‐
六
一
頁
森
島
康
雄
一
九
九
六
「
京
都
府
に
お
け
る
銭
貨
を
伴
う
経
塚
」
『
出
土
銭

六
「
愛
媛

貨
』
六
号

9９

一
九
九
五

一
九
八
八

一
九
五
六

一
九
九
四

八
○
’
八
三
百
つ

「
貨
幣
Ｉ
本
邦
に
お
け
る
出
土
銭
貨
」
『
日
本
考
古
学
講
座
』
七
巻
一
七
○
’
一
七
三
頁
雄
山
閣

「
京
都
に
お
け
る
渡
来
系
銭
貨
の
生
産
と
流
通
」
『
日
本
考
古
学
協
会
一
九
九
四
年
度
大
会
研
究
発
表
要
旨
』

日
本
考
古
学
協
会

「
櫓
衡
に
関
す
る
一
考
察
」
『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』
二
○
号
一
’
二
五
頁

『
泉
貨
蕊
考
』
中
国
書
店

四
三
’
四
六
頁
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